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国
土
交
通
分
野
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
関
連
施
策
の
具
体
的

な
取
組
み

0

本
取
組
み
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
乗
車

券
の
共
通
化
、
相
互
利
用
を
推
進
し
、
域
内
に
お

い
て
１
枚
の
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
で
公
共
交
通
機
関
の
利

用
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
東
ア
ジ
ア
域
内
に
お

け
る
移
動
の
円
滑
化
、
人
的
交
流
の
促
進
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
、
地
下
鉄
、
路
線
バ
ス
等

に
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
が
相
当
程
度
導
入
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
首
都
圏
、
近
畿
圏
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
主

要
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
共
通
化
、
相
互
利
用
化
や
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
」
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の

「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」
と
の
相
互
利
用
化
も
各
地
で
進

展
す
る
等
、
利
用
者
利
便
の
向
上
が
進
展
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
導
入
に
伴
う
設
備
投

資
や
運
用
コ
ス
ト
、
共
通
化
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
運

用
経
費
と
い
っ
た
コ
ス
ト
の
問
題
等
に
よ
り
中
小

交
通
事
業
者
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
導
入
や
相
互

利
用
化
の
点
は
十
分
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
Ｉ
Ｃ
乗

車
券
の
導
入
や
相
互
利
用
を
一
層
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
中
国
、
韓
国
を
始
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の

各
国
で
も
、
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
各
国
国
内
の
地
域
ご
と
に
お
け
る
共
通
化
、
相

互
利
用
化
は
一
部
を
除
き
進
展
し
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
、
東
ア
ジ
ア
域
内
の
交
流
が
一
層
活
発
化
し
て

い
く
現
状
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
東
ア
ジ
ア
域
内
に
お

け
る
共
通
化
や
相
互
利
用
化
の
た
め
の
取
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
内
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
日
本

と
の
交
流
が
盛
ん
な
中
国
、
韓
国
等
の
Ｉ
Ｃ
乗
車

券
と
の
共
通
化
、
相
互
利
用
化
が
進
展
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
利
便

性
の
向
上
が
図
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
各

国
間
の
人
的
交
流
が

促
進
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

現
在
、
国
土
交
通
省

で
は
外
国
人
旅
行
者

訪
日
促
進
戦
略
の
１

つ
と
し
て
「
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展

開
し
て
お
り
、
交
通

機
関
の
み
な
ら
ず
宿

泊
施
設
、
飲
食
施
設
、

集
客
・
観
光
施
設
等

に
お
け
る
共
通
化
も

併
せ
て
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
観
光
交

流
の
拡
大
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
共
通

化
、
相
互
利
用
を
行
う

た
め
に
は
、
各
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
規
格
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

に
搭
載
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｓ
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の

共
通
化
又
は
互
換
性
の
確
保
等
の
技
術
的
な
問
題

等
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
技
術
的

検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
①
安
価
で
安
全
な
仕

組
み
の
構
築
、
②
現
在
導
入
さ
れ
て
い
る
既
存
の
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
と
の
整
合
・
連
携
の
確
保
等
に
留
意
し
、

施
策
の
概
要

現
状
と
課
題

今
後
の
展
開

東
ア
ジ
ア
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
共
通
化
、

相
互
利
用
の
実
現

総
合
政
策
局
　
情
報
管
理
部
情
報
政
策
課

表　東アジアにおける主要なIC乗車券の導入状況

図　東アジアIC乗車券の共通化、相互利用の実現
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国
内
外
を
問
わ
ず
広
範
な
関
係
者
が
導
入
可
能
な

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
運
賃
・
料
金
の
国
際
的
な
精
算
の
仕

組
み
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
検
討
す
る
た
め
の
具
体
的
な

工
程
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
共
通
化
に
向
け
た

関
係
者（
交
通
事
業
者
、
メ
ー
カ
ー
、
関
係
事
業
者

等
）間
の
合
意
形
成
や
、
具
体
的
な
共
通
化
の
た
め

の
方
策
、
技
術
仕
様
の
検
討
を
行
う
た
め
、
早
期
に

国
内
で
の
検
討
体
制
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
関

係
国
と
の
検
討
の
枠
組
み
の
構
築
に
向
け
た
取
組

み
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
次
に
示
す
と
お
り
で
す
。

○
２
０
０
７
年

・
関
係
国
と
の
共
通
化
、
相
互
利
用
化
方
針
の
確

認
、
関
係
国
に
お
け
る
検
討
体
制
の
構
築

・
国
内
に
お
け
る
共
通
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
に
関
す
る
検

討
体
制
を
立
上
げ
る
と
と
も
に
、
共
通
化
、
相

互
利
用
化
に
必
要
な
施
策
の
検
討
、
そ
の
他
仕

組
み
作
り
に
必
要
な
検
討
を
実
施

○
２
０
０
８
年
頃
〜
２
０
０
９
年
頃

・
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
共
通
化
、
相
互
利
用
化
の
た
め

の
仕
様
案
の
検
討
、
実
証
実
験
等
を
実
施

○
２
０
１
１
年
頃

・
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
共
通
化
、
相
互
利
用
化
に
関
す

る
先
駆
的
導
入

○
２
０
１
１
年
以
降

・
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
の
共
通
化
、
相
互
利
用
化
の
順
次

導
入

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
利
活
用
し
、
災
害
の
高
精
度
予

測
や
常
時
監
視
、
迅
速
な
対
応
を
可
能
と
す
る
と

と
も
に
、
防
災
・
災
害
情
報
を
、
分
か
り
や
す
く

一
元
的
に
国
民
に
提
供
す
る
体
制
を
確
立
し
、
災

害
へ
の
備
え
が
万
全
な
防
災
先
進
社
会
を
構
築
し

ま
す
。

毎
年
の
よ
う
に
多
く
の
人
命
や
財
産
を
奪
う
自

然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
今
後
と
も
防
災
・
減

災
の
取
組
み
は
重
要
度
の
高
い
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
人
的
・
物
的
被
害
を

飛
躍
的
に
減
少
さ
せ
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

予
測
技
術
や
常
時
監
視
の
技
術
向
上
、
防
災
・
災

害
情
報
の
共
有
化
に
つ
い
て
高
度
化
を
図
り
、
そ

れ
に
よ
る
早
期
警
戒
体
制
が
整
備
さ
れ
確
実
な
避

難
が
容
易
と
な
る
こ
と
に
加
え
、
被
災
し
た
場
合

で
も
人
的
・
物
的
被
害
が
限
定
的
と
な
る
「
災
害

時
へ
の
備
え
が
万
全
な
防
災
先
進
社
会
」
を
実
現

す
る
た
め
、
以
下
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

（
１
）
予
測
技
術
の
向
上
、
国
土
・
施
設
等
の
常
時

監
視災

害
の
予
測
精
度
の
さ
ら
な
る
向
上
、
国
土
交

施
策
の
概
要

現
状
と
課
題

防
災
先
進
社
会
の
構
築

防
災
Ｗ
Ｇ
事
務
局

（
河
川
局
　
防
災
課
災
害
対
策
室
）

図　防災先進社会の構築
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め
の
各
種
取
組
み
に
つ
い
て
、
２
０
１
５
年
頃

ま
で
に
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。
続
い
て
、
２

０
２
０
年
頃
ま
で
に
先
駆
的
導
入
の
開
始
、
２

０
２
５
年
頃
ま
で
に
各
種
取
組
み
に
つ
い
て
普

及
を
目
指
し
ま
す
。

路
車
間
通
信
、
車
車
間
通
信
、
車
両
単
独(

自

律
検
知
型
）、
地
図
情
報
と
の
連
携
等
に
よ
る
安

全
運
転
支
援
技
術
の
開
発
・
実
用
化
・
普
及
を

促
進
し
、
こ
れ
ら
技
術
が
協
調
す
る
こ
と
に
よ

り
、
世
界
一
安
全
な
道
路
交
通
社
会
を
実
現
し

ま
す
。

政
府
全
体
の
取
組
み
と
し
て
、
関
係
省
庁
や
民

間
が
横
断
的
に
連
携
し
、
世
界
一
安
全
な
道
路
交

通
社
会
を
目
指
し
た
「
イ
ン
フ
ラ
協
調
に
よ
る
安

全
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
」（
以
下
「
安
全
運
転
支
援

シ
ス
テ
ム
」）
の
実
用
化
に
向
け
た
取
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
安
全
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の
効
果
を
真

に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
技
術
の
実
用
化
、
高
度

化
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

た
車
両
の
普
及
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

通
省
が
管
轄
す
る
施
設
の
被
災
状
況
の
確
認
の
迅

速
化
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
衛
星
な

ど
を
始
め
と
す
る
最
先
端
の
観
測
技
術
や
高
性
能

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
予
測
技
術
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
堤
防
、
防
波
堤
、
下
水
道
等
の
重

要
公
共
施
設
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
な
ど
各
種
セ
ン
サ
ー
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
な
配
置
お
よ
び
状
況
の
詳
細
な

常
時
監
視
、
被
災
状
況
・
度
合
い
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
な
計
測
を
実
施
し
、
迅
速
な
被
害
状
況
の
把
握

に
努
め
ま
す
。

（
２
）
的
確
な
防
災
・
災
害
情
報
の
共
有
化

防
災
・
災
害
情
報
を
発
表
し
て
も
そ
れ
が
避
難

行
動
に
う
ま
く
結
び
つ
か
な
い
、
ま
た
、
災
害
発

生
前
・
発
生
後
を
問
わ
ず
膨
大
な
量
の
情
報
が
散

在
し
て
い
て
そ
れ
ら
を
一
元
的
に
入
手
で
き
な
い

と
い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
統
合
化
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
化
な
ど
に
よ
る

災
害
の
状
況
を
よ
り
実
感
で
き
る
防
災
・
災
害
情

報
の
提
供
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

や
携
帯
電
話
な
ど
の
多
種
多
様
な
放
送
通
信
メ
デ

ィ
ア
と
の
連
携
、
Ｗ
e
b-

G
I
S
技
術
を
利
用
し

た
一
元
的
な
情
報
取
得
を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
信
頼
性
・
堅
牢
性
の
高
い
情
報
通
信
基

盤
の
実
現
な
ど
の
取
組
み
に
よ
り
確
実
な
情
報
提

供
を
目
指
し
ま
す
。

予
測
技
術
や
常
時
監
視
の
技
術
向
上
、
防

災
・
災
害
情
報
の
共
有
化
の
高
度
化
を
図
る
た

路
車
間
通
信
技
術
や
カ
ー
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
地
図
情
報
等
を
活

用
し
た
安
全
運
転
支
援
に
つ
い
て

は
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
首
都
高

速
道
路
等
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
車

載
器
を
用
い
た
実
証
実
験
を
実
施

し
、
順
次
、
事
故
削
減
に
効
果
的

な
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
を
図
る
と

と
も
に
、
車
車
間
通
信
技
術
に
つ

い
て
は
、
実
用
化
に
向
け
車
車
間

通
信
に
必
要
な
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
等
の
確
認
、
効
果
評
価
を
行

う
べ
く
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
実

証
実
験
を
実
施
し
、
２
０
０
８
年

度
に
は
車
両
単
独
（
自
律
検
知

型
）・
路
車
間
・
車
車
間
通
信
技

術
の
協
調
に
よ
る
安
全
運
転
支
援

シ
ス
テ
ム
の
大
規
模
実
証
実
験
を

行
い
、
２
０
１
５
年
頃
の
先
駆
的

導
入
、
２
０
２
０
年
頃
の
全
国
展
開
に
向
け
、
こ

れ
ら
の
開
発
・
実
用
化
・
普
及
の
促
進
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す

ま
た
、
車
両
の
安
全
に
資
す
る
自
己
診
断
機
能

（
Ｏ
Ｂ
Ｄ：

O
n
board

D
iagnosis

）
に
つ
い
て
、

２
０
１
５
年
頃
の
先
駆
的
導
入
、
２
０
２
０
年
頃

の
本
格
導
入
に
向
け
、
２
０
０
７
年
度
よ
り
活
用

の
イ
メ
ー
ジ
、
具
体
的
な
診
断
項
目
等
に
つ
い
て

検
討
を
開
始
し
、
必
要
な
技
術
要
素
、
解
決
す
べ

き
技
術
課
題
等
を
整
理
し
、
２
０
０
８
年
度
に
実

現
の
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
車
載
器
を
活
用
し
た
安
全

運
転
支
援
の
た
め
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
な
料
金
決
済
や
物
流
支

援
な
ど
の
認
証
機
能
の
利
用
拡
大
、
運
送
事
業
者

等
が
収
集
す
る
情
報
や
気
象
・
災
害
情
報
な
ど
の

行
政
情
報
を
官
民
が
共
有
・
相
互
利
用
で
き
る
情

報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
参

今
後
の
展
開

施
策
の
概
要

現
状
と
課
題

今
後
の
展
開

Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
活
用
し
た
世
界
一
安
全
な

道
路
交
通
の
実
現

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
推
進
室

図　世界一安全でインテリジェントな道路交通社会の実現
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り
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
車
載
器
の
普
及
・
標

準
装
備
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
車
に
メ
デ
ィ
ア
フ

リ
ー
の
通
信
機
能
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
車
と
車
、

車
と
沿
道
施
設
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ

共
通
基
盤
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
車
載
器
機
能
に
関
す
る
国

際
標
準
化
や
関
連
シ
ス
テ
ム
の
海
外
で
の
導
入
を

積
極
的
に
図
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
国
際
競
争

力
の
強
化
、
ア
ジ
ア
地
域
等
に
お
け
る
交
通
問
題

解
決
へ
の
貢
献
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

高
度
な
認
証
技
術
や
自
動
検
知
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ

Ｃ
タ
グ
や
セ
ン
サ
ー
な
ど
を
、
鉄
道
駅
、
港
湾
、

空
港
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
環
境
に
合
わ
せ
て
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
安
体
制
を
強
化
し
、
テ

ロ
を
未
然
に
防
止
し
ま
す
。

テ
ロ
の
未
然
防
止
に
あ
た
り
、
安
全
・
安
心
の

確
保
と
、
物
流
効
率
性
向
上
、
乗
客
の
円
滑
な
流

動
や
利
便
性
お
よ
び
コ
ス
ト
削
減
と
の
バ
ラ
ン
ス

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
鉄
道
テ

ロ
対
策
に
資
す
る
新
技
術
の
活
用
の
検
討
、
港
湾

施
設
の
テ
ロ
対
策
の
技
術
の
高
度
化
、
空
港
に
お

け
る
Ｉ
Ｄ
可
視
化
の
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

（
１
）
鉄
道
テ
ロ
対
策
に
資
す
る
新
技
術
の
活
用

の
検
討

乗
客
の
円
滑
な
流
動
や
利
便
性
を
阻
害
す
る

こ
と
な
く
、
安
全
・
安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

確
保
す
る
た
め
、
不
審
者
や
放
置
物
を
検
知
・

追
跡
す
る
シ
ス
テ
ム
等
、
鉄
道
テ
ロ
対
策
に
資

す
る
新
し
い
技
術
の
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
、
鉄

道
駅
に
お
け
る
実
証
実
験
を
含
め
た
調
査
・
検

討
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
港
湾
施
設
の
テ
ロ
対
策
の
技
術
の
高
度
化

生
体
認
証
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｄ
タ
グ
、
Ｘ
線

を
活
用
し
、
港
湾
施
設
の
制
限
区
域
に
進
入
す
る

人
や
貨
物
、
お
よ
び
制
限
区
域
内
の
状
況
を
自
動

的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、
省
力
化
、
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

保
安
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
空
港
に
お
け
る
Ｉ
Ｄ
可
視
化
の
技
術
開
発

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
Ｉ
Ｃ
タ
グ
と
画
像
認
識
技
術
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
Ｉ
Ｄ
可
視
化
技
術
の
開
発
に

よ
り
、
空
港
に
お
い
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
動
静
把

握
を
実
現
し
ま
す
。

（
１
）
鉄
道
テ
ロ
対
策
に
資
す
る
新
技
術
の
活

用
の
検
討

○
２
０
０
７
年
度
〜
２
０
０

８
年
度

・
不
審
者
や
放
置
物
を
検
知
・
追

跡
す
る
シ
ス
テ
ム
や
テ
ロ
に
使
用

さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
生
物
剤

や
化
学
剤
を
検
知
す
る
シ
ス
テ

ム
等
、
鉄
道
テ
ロ
対
策
に
資
す

る
新
し
い
技
術
の
活
用
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
鉄
道
駅
に
お
け
る

実
証
実
験
等
の
実
施
を
含
め

て
調
査
・
検
討
を
実
施

（
２
）
港
湾
施
設
の
テ
ロ
対
策

の
技
術
の
高
度
化

○
２
０
０
８
年
頃
〜

・
港
湾
施
設
に
お
け
る
人
の
出

入
管
理
シ
ス
テ
ム
を
順
次

導
入

○
２
０
１
０
年
頃
〜

・
港
湾
施
設
に
お
け
る
貨
物
の

自
動
検
査
に
つ
い
て
実
証
実

験
を
開
始

・
港
湾
施
設
の
不
正
侵
入
者
自

動
検
知
に
つ
い
て
実
証
実
験

を
開
始

○
２
０
１
５
年
頃
〜

・
港
湾
施
設
に
お
け
る
貨
物
の
自
動
検
査
装
置
を

順
次
導
入

・
港
湾
施
設
の
不
正
侵
入
者
自
動
検
知
装
置
を

順
次
導
入

（
３
）
空
港
に
お
け
る
Ｉ
Ｄ
可
視
化
の
技
術
開
発

○
２
０
０
７
年

・
空
港
制
限
区
域
内
立
入
証
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
及
び
生

体
認
証
に
関
す
る
具
体
的
仕
様
の
検
討
を
開
始

施
策
の
概
要

現
状
と
課
題

今
後
の
展
開

テ
ロ
対
策
技
術
の
高
度
化
に
よ
る
安

全
の
確
保

鉄
道
局
　
総
務
課
危
機
管
理
室

港
湾
局
　
総
務
課
危
機
管
理
室

航
空
局
　
管
理
課
／
運
用
課

危
機
管
理
室

図　鉄道テロ対策に資する新技術の活用の検討
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○
２
０
１
０
年
頃
〜

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
空
港
で
の
適
応
性

の
検
証
等
の
技
術
調
査

・
電
波
可
視
化
技
術
に
つ
い
て
、
各
要
素
技
術

（
ビ
デ
オ
セ
ン
サ
ー
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
Ｉ
Ｃ
タ

グ
）
と
の
組
み
合
わ
せ
の
検
証
等
技
術
調
査

・
空
港
に
お
け
る
Ｉ
Ｄ
可
視
化
の
技
術
開
発
に
向

け
た
問
題
点
の
収
集

○
２
０
２
０
年
頃
〜

・
空
港
に
お
け
る
Ｉ
Ｄ
可
視
化
技
術
の
実
証
実
験

・
空
港
に
お
け
る
Ｉ
Ｄ
可
視
化
技
術
の
設
計
、
開
発

○
２
０
２
５
年
以
降

・
空
港
に
お
け
る
Ｉ
Ｄ
可
視
化
技
術
の
導
入

Ｉ
Ｃ
タ
グ
や
電
子
シ
ー
ル
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貨
物
の
中
身
や
位
置

に
関
す
る
情
報
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
把
握
、
物
流

手
続
の
効
率
化
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
が
可
能

と
な
り
、
荷
主
や
消
費
者
の
高
度
化
・
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
や
高
ま
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
要
請
に

対
応
し
た
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

物
流
分
野
に
お
い
て
は
、
業
務
効
率
化
・
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
向
上
等
を
目
的
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
や
電
子
シ

ー
ル
を
用
い
た
実
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
既
に
、

一
部
民
間
企
業
で
は
自
社
貨
物
の
効
率
化
の
た
め

Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
用
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
Ｉ
Ｃ
タ
グ
や
電
子
シ
ー
ル
で

は
読
み
取
り
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
際
の
貨
物
の
断

続
的
な
位
置
情
報
は
把
握
で
き
ま
す
が
、
ゲ
ー
ト

間
を
移
動
し
て
い
る
間
に
お
け
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
情
報
の
把
握
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
例
え
ば
、

コ
ン
テ
ナ
の
不
正
開
封
が
行
わ
れ
た
瞬
間
に
情
報

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
十
分
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
行
え
て
い
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
あ

施
策
の
概
要

現
状
と
課
題

物
流
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

効
率
化
・
安
全
性
向
上

政
策
統
括
官
付
　
参
事
官

（
物
流
政
策
）
室

図　港湾施設のテロ対策の技術の高度化

図　空港におけるID可視化の技術開発
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す
。

ま
た
、
貨
物
の
位
置
・
状
況
把
握
を
よ
り
効
率

化
す
る
た
め
に
は
、
企
業
間
で
情
報
共
有
を
行
え

る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
状
に
お

い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
情
報
の
定
義
（
書
き
込
む
項

目
、
仕
様
な
ど
）
が
共
通
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
企
業
間
で
効
率
的
に
情
報
共
有
を
行
え

る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
企
業
間

で
安
心
し
て
情
報
の
共
有
を
行
う
た
め
に
は
、
情

報
漏
洩
対
策
（
特
に
、
荷
主
が
他
社
へ
漏
れ
る
こ

と
を
恐
れ
る
情
報
）
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
現
状
で
は
、
そ
う
い
っ
た
企
業
間
で
安
心

し
て
情
報
が
交
換
さ
れ
る
た
め
の
情
報
管
理
の
仕

組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

貨
物
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
や
品
質
管
理
の
さ

ら
な
る
徹
底
の
た
め
に
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
貨

物
情
報
を
把
握
し
、
さ
ら
に
、
位
置
情
報
だ
け
で

な
く
開
封
情
報
や
温
度
、
湿
度
と
い
っ
た
よ
り
汎

用
性
の
高
い
情
報
も
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
有
効
で
す
。
そ
の
た
め
、
貨
物
の
個
別
認
識

タ
グ
の
他
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
、
電
子
シ
ー
ル
、
温

度
・
湿
度
セ
ン
サ
ー
、
表
示
装
置
な
ど
と
連
動
し

通
信
機
能
も
備
え
た
高
機
能
タ
グ
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
タ
グ
）
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
に
米
国

国
土
安
全
保
障
省
と
協
力
し
て
技
術
検
証
実
験
を

行
い
、
抽
出
さ
れ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
検

討
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
安
全
か
つ
適
正
な
企
業
間
で
の
Ｉ
Ｃ

タ
グ
の
情
報
交
換
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
、
Ｉ

Ｃ
タ
グ
情
報
の
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
タ
グ
な
ど
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
情
報
基
盤
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
移
動
経
路
」「
交
通
手
段
」

「
目
的
地
」「
観
光
情
報
」「
周
辺
施
設
情
報
」
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
そ
の
場
で
必
要
な

情
報
に
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

ア
ク
セ
ス
で
き
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
な
環
境
を
構
築
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
誰
も
が
持
て
る
力
を
発
揮

し
、
支
え
合
っ
て
つ
く
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
」

を
実
現
さ
せ
ま
す
。

自
律
移
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
目
指

し
て
い
る
も
の
は
、
身
体
的
状
況
、
年
齢
、
国
籍

を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
自
分
の
意
思
で
、
自

由
か
つ
安
全
に
移
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
で
す
。

あ
る
目
的
地
ま
で
徒
歩
や
公
共
交
通
等
で
移
動

す
る
場
合
、
そ
こ
ま
で
の
移
動
手
段
、
移
動
経
路

に
関
す
る
情
報
等
が
事
前
に
入
手
で
き
れ
ば
、
よ

り
安
全
か
つ
快
適
な
移
動
が
可
能
と
な
り
ま
す

が
、
現
実
的
に
は
こ
れ
ら
の
情
報
を
簡
単
に
入
手

で
き
る
社
会
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

特
に
障
害
者
に
と
っ
て
は
、
視
覚
障
害
者
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
車
い
す
利
用
者
で
あ
れ
ば
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト
が
わ
か
ら
な
い
、
聴
覚
障
害
者

で
あ
れ
ば
鉄
道
事
故
等
の
放
送
が
わ
か
ら
な
い
、

外
国
人
で
あ
れ
ば
日
本
語
の
表
示
や
放
送
が
わ
か

ら
な
い
等
、
移
動
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
な
い

事
に
よ
り
、
移
動
に
つ
い
て
非
常
に
大
き
な
制
約

を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
�
場
所
に
情

報
を
く
く
り
つ
け
る
�
と
い
う
新
た
な
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
人
の
自
律
的
な
移
動
を
支
援
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
の
実
用
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
不
特
定
多
数
の
人
が
往
来
す
る
通

路
等
に
お
い
て
、
案
内
板
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
に
固
有
の
識
別
番
号
（
場
所
情
報

Ｉ
Ｄ
）
を
発
信
す
る
通
信
機
器
（
電
子
タ
グ
、
無

線
マ
ー
カ
、
赤
外
線
マ
ー
カ
な
ど
）
を
設
置
し
、

利
用
者
の
携
帯
端
末
機
器
と
の
間
で
通
信
を
行
い
、

利
用
者
が
必
要
と
す
る
「
安
全
で
安
心
な
移
動
経

路
」「
最
適
な
交
通
手
段
」「
目
的
地
お
よ
び
周
辺

情
報
」「
緊
急
時
の
迂
回
ル
ー
ト
」
な
ど
の
情
報
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。
特
に
視
覚
障
害
者
に
は
音

声
で
、
聴
覚
障
害
者
に
は
振
動
や
画
像
で
と
い
っ

た
よ
う
に
、
そ
の
人
の
身
体
的
特
徴
に
あ
わ
せ
て

情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
を
含
む
、

あ
ら
ゆ
る
人
の
自
律
的
な
移
動
を
支
援
し
ま
す
。

タ
グ
や
マ
ー
カ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
官
民
問

わ
ず
様
々
な
主
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
応
用
で
き
る
汎
用
性
の
高
い
オ
ー
プ
ン
な
シ
ス

テ
ム
で
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

施
策
の
概
要

現
状
と
課
題

今
後
の
展
開

自
律
移
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

政
策
統
括
官
付
　
参
事
官
室

図　自律援助支援プロジェクトの推進


